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不明な点につきましては、薬剤部・医薬品情報管理室(内線 7083)までご連絡下さい。

現在、2019年ごろより経口カリウム製剤の供給が不安定な状態であり、院内
採用薬について、「ケーサプライ錠600mg」の処方を一時停止するなど、ご協
力をいただいておりました。
このたび、「塩化カリウム徐放錠600mg｢St｣」と名称を変えて供給を再開され
ましたので処方を再開させていただきます。

薬品名 成分名 後発 採用

アスパラカリウム錠300mg
L－アスパラギン酸
カリウム

院内
院外

院内使用中
(全国的に供給制限)

L-アスパラギン酸K錠300mg｢アメル｣
L－アスパラギン酸
カリウム

後発
（院内）
（院外）

供給不足につき
オーダの一時停止中

グルコンサンK錠5mEq グルコン酸カリウム 院外

グルコンサンK細粒4mEq/g グルコン酸カリウム
院内
院外

塩化カリウム徐放錠600mg「St」
（ケーサプライ錠600mg）

塩化カリウム 後発
院内
院外

供給再開のため
オーダ再開

【当院採用の経口カリウム製剤】

注：塩化カリウムとL-アスパラギン酸カリウムは体内動態の違いより、カリウム含有量では
用量を単純比較できません。血中のK値を適宜確認しつつ、調整を行って下さい。
（目安としてはアスパラカリウム錠300mg 2錠が塩化カリウム徐放錠600mg｢St｣ 1錠
と同等の薬効です)

９月1６日より塩化カリウム徐放錠600mg｢St｣の院内オーダを開始
致しますので、よろしくお願い申し上げます。


